
　

編集後記
　健康のために週２回を目標として片道10㎞の自転車通勤を始めて１年が過ぎた．目標を達成でき
ないことも少なくはない．いつも自身の心と，弱った身体との戦いであり，当然，直ぐに見える成
果はない．しかし１年を振り返えると確実な変化（健康＝成果）は感じ，継続する大切さを痛感す
る．本誌の編集委員を務めさせて頂き，企業の技術・製品の開発も同じことだと思った．手前みそ
となるが，10年前に比べると大きな変化（成果）を感じる．５年先，10年先には，現在の開発技術
が形になっていると思うと，不安な面もあるが，期待が勝っている．� （中村委員）

　書店には『文章の書き方』など“伝えること”に関連する種類が以前よりも多くなっているよう
に感じる．確かに、一読しただけでは理解し難い文章で書かれた報告書に直面することも少なくな
く，それを添削する立場となってからは自分自身が文章表現の難しさを痛感している．冒頭に述べ
た書店の陳列にも頷けてしまう．それらの書物で共通するのは“読み手を意識”だった．読み手の
代表として，読み手にやさしい記事にすることを目指して編集委員を務めていきたい．�（米澤委員）

　本号より編集事務局を務めています．入社以来二十余年製品開発一筋で過ごしてきましたが，１
年半前本社異動となり，今はそれをサポートする立場．本誌はKYBグループの技術を社内外に広
く発信するものであり，日々製品の設計開発に従事されている方々のサポートになるものとして，
今後も皆様にとって楽しく読めて役に立つ冊子作りを心がけますので，どうかご協力の程宜しくお
願い申し上げます．
　私儀，本号発行のころは引越しも子供の受験も一段落し，晴れやかに新年度を迎えられているは
ずである．� （編集事務局）
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　日頃，KYB技報をご愛読いただきありがとう
ございます．第50号（2015年４月発行）から，
より多くの方々にご覧いただくことを目的とし，
弊社ホームページへの掲載を行っております．
是非ご利用下さい．
　なお，冊子の発行は従来通り行ないますので，
こちらもあわせてご利用下さい．

〈KYBのホームページアドレス〉
http://www.kyb.co.jp/
（�トップ画面からKYB技報バナーをクリックし
て下さい）

ホームページへの掲載のお知らせ


